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大嶋良弘

　

平
成
28
年
度
の
最
低
賃
金
の
改
正

額
が
8
月
23
日
に
出
揃
い
ま
し
た
。

全
都
道
府
県
の
時
給
が
初
め
て

7
0
0
円
を
超
え
、
全
国
平
均
は
25

円
高
い
時
給
8
2
3
円
と
な
り
ま
し

た
。
上
げ
幅
は
比
較
可
能
な
平
成
14

年
度
以
降
最
大
で
す
。

　

人
口
減
に
よ
り
地
方
で
も
人
手
不

足
は
深
刻
で
、
最
低
賃
金
を
引
き
上

げ
て
労
働
力
確
保
を
図
る
例
が
目

立
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
企

　

第
一
税
理
士
協
議
会（
以
下
、「
当
協
議
会
」

と
い
う
。）
の
平
成
27
年
6
月
の
定
期
総
会

で
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
大
嶋
良
弘
と

申
し
ま
す
。
小
島
昇
前
会
長
が
日
本
公
認
会

計
士
協
会
（
以
下
、「
協
会
」
と
い
う
。）
の

税
務
業
務
協
議
会
の
職
務
に
専
念
す
る
こ
と

に
な
り
、
任
期
途
中
な
が
ら
私
が
当
協
議
会

の
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

微
力
な
が
ら
当
協
議
会
の
発
展
に
役
立
つ
よ

う
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

小
島
前
会
長
の
も
と
、
平
成
26
年
度
税
制

改
正
大
綱
を
め
ぐ
り
、
日
本
税
理
士
会
連
合

会
（
以
下
、「
日
税
連
」
と
い
う
。）
と
の
税

理
士
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
合
意
確
認
に

い
た
る
過
程
で
、
当
協
議
会
は
広
報
誌
「
第

一
税
協
」
を
通
し
て
、
税
理
士
と
し
て
の
会

員
の
立
場
か
ら
、
日
税
連
の
進
め
る
「
弁
護

士
及
び
公
認
会
計
士
に
対
す
る
い
わ
ゆ
る
能

力
担
保
措
置
を
講
ず
る
こ
と
の
要
望
」
に
反

対
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
協
議
会
の
会
員
か
ら
の
反
対
意

見
を
「
第
一
税
協　

第
2
6
4
号
」（
平
成

24
年
9
月
10
日
発
行
）、「
同
第
2
6
5
号
」

（
平
成
25
年
10
月
21
日
発
行
）
に
纏
め
る
な

ど
の
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
協
会
と
日
税
連
の
間
で
平
成

25
年
12
月
3
日
に
「
確
認
書
」
が
交
わ
さ
れ
、

平
成
26
年
度
税
制
改
正
に
向
け
た
最
大
の
壁

で
あ
っ
た
税
理
士
資
格
自
動
付
与
問
題
が
決

着
し
、
公
認
会
計
士
が
税
理
士
資
格
を
取
得

す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
、「
税
法
に
関
す

る
研
修
の
受
講
」
で
合
意
致
し
ま
し
た
。

　

合
意
さ
れ
た
研
修
は
、
公
認
会
計
士
法
第

16
条
に
規
定
す
る
実
務
補
習
団
体
等
が
実
施

す
る
研
修
の
う
ち
、
税
務
に
関
し
て
は
国
税

審
議
会
が
指
定
す
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
、公
認
会
計
士
法
第
3
条
に
は
、

公
認
会
計
士
の
資
格
を
得
る
に
は
「
公
認
会

計
士
試
験
合
格
者
で
、
業
務
補
助
等
の
期
間

が
2
年
以
上
あ
り
、
か
つ
、
実
務
補
習
を
終

了
し
内
閣
総
理
大
臣
の
確
認
を
受
け
た
者
」

と
の
規
定
が
あ
り
、
現
行
で
も
、
税
法
に
関

す
る
理
論
及
び
実
務
研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
税
法
に
関
す
る
実
務
研
修
を
「
税
理

士
試
験
合
格
者
と
同
程
度
の
学
識
を
習
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
研
修
」
と
し
た
こ
と
で
、

新
た
な
要
件
が
追
加
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ

た
た
め
、
合
意
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
の

改
正
は
、
平
成
29
年
4
月
1
日
以
降
に
公
認

会
計
士
試
験
に
合
格
し
た
者
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、「
税
理
士
法
第
3
条
（
税
理
士
の

資
格
）
に
関
し
て
更
な
る
見
直
し
を
求
め
な

い
」
と
す
る
合
意
に
よ
り
、
今
後
、
こ
の
問

題
が
再
燃
す
る
こ
と
は
無
く
な
く
な
っ
た
と

理
解
し
て
い
ま
す
。「
税
法
に
関
す
る
研
修

の
受
講
」
で
の
合
意
を
尊
重
し
な
が
ら
、
今

ま
で
通
り
の
高
い
水
準
で
の
学
識
の
習
得
を

維
持
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
度

と
意
見
の
相
違
に
よ
る
争
い
が
生
じ
な
い
よ

う
願
う
次
第
で
す
。

　

当
協
議
会
の
設
立
の
経
緯
は
、
税
理
士
登

録
し
た
公
認
会
計
士
に
よ
り
、
税
理
士
業
務

と
公
認
会
計
士
業
務
の
調
和
と
発
展
を
図
る

た
め
、
昭
和
44
年
3
月
に
設
立
さ
れ
、「
公

認
会
計
士
は
公
認
会
計
士
の
名
称
を
も
っ
て

当
然
に
税
務
業
務
が
で
き
る
よ
う
に
法
改
正

に
努
力
す
る
」
を
念
頭
に
税
理
士
登
録
を
し

て
い
る
公
認
会
計
士
の
団
体
と
し
て
、
公
認

会
計
士
た
る
税
理
士
の
立
場
か
ら
職
業
会
計

人
の
社
会
的
地
位
の
向
上
を
目
指
し
て
活
動

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
12
月
の
協
会
と
日
税
連
の
「
確

認
書
」
に
よ
り
、
当
協
議
会
の
設
立
趣
旨
の

意
向
が
あ
る
程
度
達
成
さ
れ
た
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
の
事
業
の
あ
る
べ
き
方
向
性
を
考
え

る
と
き
、
平
成
28
年
6
月
20
日
に
開
催
さ
れ

た
第
48
回
定
時
総
会
で
承
認
さ
れ
た
事
業
計

画
並
び
に
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
以
下
の
点

に
力
を
注
い
で
い
く
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

な
お
、
当
協
議
会
の
会
員
で
あ
る
税
理
士

の
多
く
は
、
い
わ
ゆ
る
「
会
計
事
務
所
」
を

経
営
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
前
提
に
事

業
計
画
を
組
み
立
て
お
り
ま
す
。

　

公
認
会
計
士
の
資
格
で
税
務
業
務
が
行
え

る
制
度
の
実
現
た
め
に
も
、
今
後
と
も
当
協

議
会
の
活
動
に
参
加
、
協
力
を
頂
け
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

て
い
く
の
か
。

　

行
き
過
ぎ
た
解
雇
権
濫
用
法
理

　
「
客
観
的
合
理
的
理
由
」、「
社
会
通

念
上
の
相
当
性
」
の
内
容
・
程
度
が

不
明
確
な
た
め
、
使
用
者
の
行
っ
た

解
雇
が
将
来
裁
判
所
で
有
効
と
認
め

ら
れ
る
の
か
ど
う
か
の
予
測
可
能
性

が
な
い
。
適
用
の
結
果
と
な
る
法
的

効
果
は
、「
有
効
」
か
「
無
効
」
の
ど

ち
ら
か
の
み
で
あ
り
、
柔
軟
な
解
決

基
準
と
な
っ
て
い
な
い
。

　

例
え
ば
、
解
雇
が
無
効
で
あ
る
と

裁
判
所
が
判
断
し
た
と
し
て
も
、
使

用
者
側
と
し
て
は
、
今
さ
ら
会
社
に

戻
っ
て
き
て
も
仕
事
は
与
え
ら
れ
な

い
。
労
働
者
側
も
ま
た
、
自
分
自
身

を
不
当
解
雇
し
た
会
社
に
戻
っ
て
働

く
つ
も
り
は
な
く
、一
定
の
金
銭
の
支

税
務
に
つ
い
て
の
研
修
会
は
、
協
会
や
税
理

士
会
で
様
々
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
当
協
議
会
と
し
て
は
、
会
員
が
会
計
事
務

所
の
経
営
に
役
立
つ
研
修
等
に
重
点
を
置
き

ま
す
。

当
協
議
会
の
研
修
を
税
理
士
会
の
受
講
時
間

に
認
定
で
き
る
よ
う
税
理
士
会
に
承
認
を
求

め
て
参
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
協
議
会

の
会
員
は
協
会
の
C
P
E
単
位
と
税
理
士
会

の
受
講
時
間
を
同
時
に
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

協
会
と
の
連
絡
を
密
に
取
り
、
実
務
補
習
の

内
容
充
実
化
の
た
め
人
的
・
資
料
的
面
で
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
ま
す
。

広
報
紙
「
第
一
税
協
」
を
企
画
編
集
し
刊
行

す
る
こ
と
で
、
会
員
の
業
務
に
関
す
る
情
報

の
提
供
と
、
税
理
士
会
に
お
け
る
当
協
議
会

の
存
在
意
義
を
高
め
て
参
り
ま
す
。

第
一
税
協
が
主
催
す
る
研
修
に
つ
い
て
は
、

当
協
議
会
の
会
員
以
外
に
も
広
く
門
戸
を
開

き
、
税
理
士
で
あ
れ
ば
誰
で
も
が
参
加
で
き

る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
会
計
事
務

所
を
経
営
す
る
職
業
専
門
家
に
と
り
、
存
在

価
値
の
あ
る
主
要
な
組
織
と
し
て
の
地
位
の

確
立
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
さ
ら
に
継
続
発
展
さ
せ

る
こ
と
よ
り
自
由
主
義
経
済
の
も
と
、
国
民

の
た
め
に
開
か
れ
た
「
自
由
加
入
制
の
一
局

複
数
会
制
度
の
実
現
」
へ
の
一
助
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

≪

研
修
企
画
に
つ
い
て≫

1．2．3．1．2．3．

≪

広
報
に
つ
い
て≫

知
っ
て
な
る
ほ
ど
中
小
企
業
・

会
計
事
務
所
の
労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

研
修
会 

報
告

平
成
28
年
10
月
13
日（
木
）  

18
〜
20
時
30
分

● 

講
師
略
歴

「
人
事
労
務
で
疲
弊
す
る
日
本
中
の
経
営
者
・
人
事
マ
ン
を
元
気
に
す

る
！
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
、
上
場
企
業
か
ら
零
細
企
業
に
わ
た
り

経
営
者
思
考
に
よ
る
人
事
労
務
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

開
催
の
趣
旨

ご
あ
い
さ
つ

第
一
税
理
士
協
議
会

　
　
　
会
長
　

大
嶋 

良
弘

業
は
人
材
確
保
に
苦
戦
し
て
い
ま
す
。

社
員
教
育
の
充
実
等
で
生
産
性
を
高

め
た
り
、
働
き
方
を
見
直
し
て
人
材

の
定
着
を
目
指
し
た
り
す
る
動
き
が

広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

公
認
会
計
士
の
業
務
に
お
い
て
も
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
の

み
な
ら
ず
自
身
の
事
務
所
経
営
に

と
っ
て
も
労
務
管
理
の
知
識
の
重
要

性
は
増
し
て
い
ま
す
。

　

行
き
過
ぎ
た
解
雇
権
濫
用
法
理
に

よ
り
、
企
業
の
採
用
意
欲
の
減
退
、

行
き
過
ぎ
た
労
働
時
間
法
制
（
残
業

代
）
に
よ
り
生
産
性
向
上
意
欲
の
減

退
、
行
き
過
ぎ
た
不
利
益
変
更
法
理

に
よ
り
賃
上
げ
意
欲
の
減
退
に
よ
り
、

非
正
規
労
働
者（
パ
ー
ト
・
契
約
社
員
・

派
遣
）
が
増
加
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
労
働
環
境
で
、
問
題

行
動
を
と
る
社
員
に
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
が
重
要
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
問
題
社
員
は
職
場
に
放
置
す

る
の
か
、
当
た
り
障
り
な
く
付
き
合
っ

講
演
の
あ
ら
ま
し

研
修
当
日
に
配
布
さ
れ
た
資
料
（
特
定
社
会
保
険
労
務
士　

佐
藤
広
一
氏
作
成
）
を
も
と
に
、
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

（
裏
面
へ
続
く
）

佐
藤 

広
一  

氏

講
師
　
特
定
社
会
保
険
労
務
士

最
近
の
労
働
環
境

1❶
労
働
法
自
体
が

　

時
代
に
フ
ィ
ッ
ト
し
て
い
な
い
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払
い
を
条
件
に
退
職
和
解
を
行
う
こ
と
に
な

る
。

　

こ
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
退
職
を
前
提
と
す
る

金
銭
解
決
と
い
う
結
論
は
、
解
雇
権
濫
用
法
理

の
適
用
の
結
果
か
ら
は
導
か
れ
な
い
。

　

　

　

国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
い
て
、
個
別
労
働

関
係
紛
争
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
新
規
開

業
直
後
の
企
業
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
等
が
、

我
が
国
の
雇
用
ル
ー
ル
を
的
確
に
理
解
し
、
予

見
可
能
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
労
働
関
係
の

紛
争
を
生
じ
る
こ
と
な
く
事
業
展
開
す
る
こ
と

が
容
易
と
な
る
よ
う
、
労
働
関
係
の
裁
判
例
の

分
析
・
類
型
化
に
よ
る
「
雇
用
指
針
」
を
定
め

た
（
平
成
26
年
4
月
1
日
）。

　

平
成
20
年
3
月
労
働
契
約
法
が
施
行
さ
れ
た
。

個
別
の
労
働
関
係
の
安
定
に
資
す
る
た
め
、
労

働
契
約
に
関
す
る
民
事
的
な
ル
ー
ル
の
必
要
性

が
高
ま
る
中
、
労
働
者
及
び
使
用
者
に
と
っ
て

予
測
可
能
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
法
に
よ
っ

て
示
さ
れ
た
民
事
的
ル
ー
ル
に
沿
っ
た
合
理
的

な
行
動
を
と
る
こ
と
が
促
さ
れ
る
こ
と
を
通
じ

て
、
個
別
労
働
関
係
紛
争
が
防
止
さ
れ
、
労
働

者
の
保
護
を
図
り
つ
つ
、
個
別
の
労
働
関
係
の

安
定
に
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

労
働
者
の
義
務
と
し
て
、
労
務
提
供
・
誠
実

勤
務
・
職
務
専
念
・
秘
密
保
持
・
自
己
保
健
義

務
が
あ
る
。
こ
の
義
務
に
対
し
て
不
完
全
履
行

の
時
、
労
働
契
約
の
不
履
行
と
な
る
。
民
法

5
4
1
条
（
履
行
遅
滞
等
に
よ
る
解
除
権
）
が

適
用
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
事
者
の
一
方
が

そ
の
債
務
を
履
行
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
相

手
方
が
相
当
の
期
間
を
定
め
そ
の
履
行
の
催
告

を
し
、
そ
の
期
間
内
に
履
行
が
な
い
と
き
は
、

相
手
方
は
、
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

❶
問
題
社
員
の
定
義

　

能
力
不
足
・
健
康
問
題
（
メ
ン
タ
ル
不
調
）・

私
生
活
上
の
問
題
等
を
持
つ
付
加
価
値
を
与
え

ら
れ
な
い
社
員
（
＝
ロ
ー
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
）
と

協
調
性
不
足
・
反
抗
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
で
他

人
が
付
加
価
値
を
与
え
よ
う
と
す
る
行
為
を
阻

害
す
る
社
員
（
＝
ト
ラ
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
）
で
労

働
提
供
義
務
が
履
行
さ
れ
て
い
な
い
社
員
が
、

問
題
社
員
で
あ
る
。　

　

但
し
、
問
題
社
員
で
あ
る
か
ど
う
か
を
整
理

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、「
本
当
に
問
題
行
動
な
の

か
？
」、「
好
き
嫌
い
で
判
断
し
て
い
な
い
か
？
」、

「
部
下
の
業
務
内
容
を
き
ち
ん
と
把
握
し
て
い
る

か
？
」、「
レ
ッ
テ
ル
貼
り
す
る
こ
と
で
楽
を
し

よ
う
と
し
て
い
な
い
か
？
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
と
っ
た
か
？
」
な
ど
を
シ
ー
ト
で
整

理
す
る
。

❷
問
題
社
員
対
策
の
基
本

 

そ
の
１　

問
題
行
動
の
特
定

⑴
詳
細
に
具
体
的
に
指
摘
で
き
る
問
題
点
が
特

定
さ
れ
て
い
る
こ
と

×
「
日
頃
か
ら
仕
事
が
で
き
な
い
」「
頑
張
り

　

 

が
足
り
な
い
」
な
ど
抽
象
的
す
ぎ
る

○ 「
だ
れ
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
場
面
に

　

 

お
い
て
、
な
に
を
、
ど
う
し
た
の
か
？
」

　

 

を
特
定
す
る
。

⑵
明
ら
か
に
悪
質
な
も
の
で
あ
る
こ
と

＊
誰
が
見
て
も
「
こ
れ
は
ひ
ど
い
」
と
思
え

　

る
も
の

＊
現
場
の
社
員
が
見
て
も
「
こ
ん
な
こ
と
あ

　

り
得
な
い
」
と
思
え
る
も
の

⑶
数
が
多
い
も
の
で
あ
る
こ
と

＊
何
回
も
同
じ
よ
う
な
問
題
が
発
生
し
て
い

　

る
も
の

＊
重
大
だ
と
考
え
ら
れ
る
問
題
が
多
い
も
の

 

そ
の
２　

問
題
行
動
の
是
正
努
力

⑴
面
談
を
行
い
、
問
題
行
動
で
あ
る
こ
と
を
具

体
的
に
伝
え
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
改
善
す

べ
き
か
を
指
導
し
、
そ
れ
で
も
改
ま
ら
な
い

場
合
に
は
書
面
（
注
意
指
導
書
、警
告
書
な
ど
）

に
問
題
行
動
を
具
体
的
に
記
載
し
、
そ
れ
を

渡
す
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
改
善
す
べ
き
か

指
導
す
る
。

⑴
一
次
的
な
意
味
は
、
問
題
行
為
を
繰
り
返
す

労
働
者
に
、
そ
の
問
題
点
を
改
善
し
て
も
ら

う
こ
と
に
あ
る
。

⑵
労
働
者
が
明
ら
か
に
悪
く
て
も
、
書
面
に
よ

る
注
意
、
指
導
を
行
っ
て
い
な
け
れ
ば
無
効

と
な
る
。

⑶
書
面
の
作
成
、
交
付
は
問
題
が
生
じ
た
時
点

よ
り
2
週
間
以
内
に
行
う
こ
と
。

⑷
労
使
紛
争
後
に
作
ら
れ
た
「
陳
述
書
」
は
会

社
側
の
視
点
で
書
か
れ
る
の
で
無
効
に
な
り

や
す
い
。

⑸
日
頃
の
口
頭
注
意
は
「
指
導
記
録
票
」
に
記

載
す
る
。

⑹
３
ヶ
月
に
1
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
面
談
を
実

施
し
、「
注
意
指
導
書
」「
警
告
書
」
を
交
付

す
る
。

⑺
５
W
1
H
（
W
h
e
n
、
W
h
e
r
e
、

W
h
o
、
W
h
a
t
、
W
h
y
、
H
o
w
）

で
明
瞭
か
つ
具
体
的
に
記
載
す
る
。

⑻
具
体
的
な
数
字
で
示
す
と
具
体
性
が
増
す
。

⑼
注
意
、
指
導
に
も
か
か
わ
ら
ず
問
題
行
動
を

繰
り
返
せ
ば
、
解
雇
も
あ
り
得
る
こ
と
を
「
警

告
書
」
に
記
載
す
る
。

　

退
職
勧
奨
の
具
体
的
進
め
方

①
就
業
時
間
中
に

②
会
社
の
施
設
内
に
お
い
て

③
2
〜
3
人
（
う
ち
1
人
は
書
記
）
で
対
応
す
る

　

面
談
時
の
心
構
え

①
導
入
部
分
で
、
趣
味
、
ス
ポ
ー
ツ
、
家
族
の

話
は
持
ち
出
さ
ず
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
趣
旨
に

入
る
。

②
就
業
規
則
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
見
せ
な
が
ら
、

過
去
の
事
実
を
一
つ
一
つ
確
認
し
て
い
く
。

③
必
要
事
項
の
伝
達
が
終
わ
っ
た
ら
、
残
り
は

本
人
に
話
さ
せ
る
。

④
威
圧
的
な
態
度
や
、
乱
暴
な
言
葉
使
い
は
避

け
る
。

⑤「
申
し
訳
な
い
」「
す
ま
な
い
」
な
ど
謝
る
よ

う
な
話
し
方
や
同
情
的
な
態
度
は
し
な
い
。

⑥
明
確
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
ハ
ッ
キ
リ
と
断

言
し
、
個
人
的
な
見
解
は
慎
む
。『
私
は
そ
う

思
い
ま
す
』
で
な
く
、『
会
社
は
こ
う
考
え
て

い
ま
す
』
と
伝
え
る
。

⑦
未
確
認
事
項
や
判
断
で
き
な
い
こ
と
は
憶
測

や
推
量
で
答
え
ず
、
後
日
正
確
に
返
答
す
る
。

⑧
感
情
的
に
な
っ
た
場
合
は
、
面
接
を
一
時
中

断
し
、
次
回
の
面
談
の
日
時
を
決
め
て
終
了

す
る
。

 

そ
の
３　

証
書
の
必
要
性

　
「
労
働
基
準
署
や
裁
判
所
は
、
実
際
に
あ
っ
た

事
実
を
認
定
し
て
く
れ
る
は
ず
」
と
い
う
誤
解

や
、「
労
基
署
や
裁
判
所
は
、『
証
拠
』
が
あ
れ

ば
事
実
を
認
定
し
て
く
れ
る
は
ず
」
と
い
う
誤

解
が
あ
る
。

　

確
か
に
労
基
署
や
裁
判
所
は
、『
証
拠
』
に
基

づ
い
て
事
実
を
認
定
す
る
が
、
証
拠
に
は
2
つ

の
種
類
が
あ
る
。

　

そ
れ
は
①
紛
争
当
事
者
の
話
で
あ
る
『
証
言
』、

②
書
面
で
あ
る
『
書
証
』
で
あ
る
。

労
基
署
や
裁
判
所
は
、
紛
争
当
事
者
は
自
己
に

と
っ
て
有
利
で
都
合
の
良
い
証
言
を
す
る
と
考

え
る
傾
向
が
強
い
。

　
『
書
証
』
の
信
憑
性
の
ほ
う
が
、『
証
言
』
の

信
憑
性
よ
り
大
き
い
。

 

そ
の
４　
「
指
導
記
録
票
」「
注
意
指
導
書
」「
警
告
書
」

　
　
　
　

 

の
機
能

　
「
問
題
行
動
の
存
在
」、「
注
意
指
導
を
行
っ
た

と
い
う
事
実
」、「
改
善
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

事
実
」を
疎
明
す
る
た
め
に
、「
指
導
記
録
票
」「
注

意
指
導
書
」「
警
告
書
」
を
作
成
す
る
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
。

 

そ
の
５　

解
雇
に
つ
い
て

　

労
働
基
準
法
第
20
条
１
項
で
、「
使
用
者
は
、

労
働
者
を
解
雇
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
少
な
く
と
も
三
十
日
前
に
そ
の
予
告
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
な
っ
て
お
り
、
条
文

構
成
上
は
、
使
用
者
は
解
雇
で
き
る
こ
と
が
前

提
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、解
雇
権
は
、

経
営
権
の
一
つ
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
労
働
契
約
法
第
16
条
で
は
、「
解
雇
は
、

客
観
的
に
合
理
的
な
理
由
を
欠
き
、
社
会
通
念

上
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
そ

の
権
利
を
濫
用
し
た
も
の
と
し
て
、
無
効
と
す

る
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
い
う
「
客
観
的
に
合
理
的
な
理
由
」

と
は
、
次
の
二
つ
の
原
則
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

将
来
予
測
の
原
則

　

雇
用
契
約
の
履
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
債
務
不

履
行
事
由
が
将
来
に
わ
た
っ
て
継
続
す
る
も
の

と
予
測
さ
れ
る
場
合
。

　

最
終
手
段
の
原
則

　

そ
の
契
約
を
解
消
す
る
た
め
に
他
の
解
雇
回

避
手
段
が
な
く
、
最
終
的
手
段
と
し
て
行
使
さ

れ
る
べ
き
。

　
「
解
雇
回
避
手
段
」
と
は
、
解
雇
が
客
観
的
に

合
理
的
な
理
由
を
欠
き
、
社
会
通
念
上
相
当
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
そ
の
権
利
を

濫
用
し
た
も
の
と
し
て
、
無
効
と
な
る
。

　

そ
し
て
、「
社
会
通
念
上
相
当
」
と
は
、「
客

観
的
に
合
理
的
な
理
由
」
を
満
た
す
こ
と
を
前

提
に
当
該
労
働
者
に
有
利
と
な
り
う
る
あ
ら
ゆ

る
事
情
に
つ
い
て
斟
酌
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
い
う
あ
ら
ゆ
る
事
情
の
具
体
的
考
慮

要
素
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

●
不
当
な
動
機
、
目
的
の
有
無

●
労
働
者
の
情
状
（
反
省
の
態
度
、
過
去
の
勤

務
態
度
、
功
罪
、
処
分
歴
、
年
齢
、
家
族
構
成
等
）

●
他
の
労
働
者
の
処
分
と
の
不
均
衡

●
使
用
者
の
対
応
、
落
ち
度

●
解
雇
手
続
き
の
不
履
践

　

問
題
社
員
の
解
雇
に
は
、
困
難
な
問
題
の
解

決
が
必
要
と
な
る
。

 
そ
の
６　

退
職
の
勧
奨

　

退
職
勧
奨
と
は
、
退
職
を
勧
め
、
説
得
す
る

こ
と
（
肩
た
た
き
）
で
、
解
雇
で
は
な
い
の
で
、

解
雇
予
告
は
不
要
で
あ
る
。
労
働
者
と
使
用
者

と
の
合
意
が
前
提
と
な
る
の
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な

り
に
く
い
が
、
退
職
を
勧
奨
す
る
だ
け
の
立
証

責
任
を
果
た
す
た
め
に
は
各
種
書
証
、
証
拠
が

必
要
で
あ
る
。

　

日
本
I
B
M
事
件
判
決
（
平
成
23
年
12
月
28

日
判
決
）
に
よ
れ
ば
、
退
職
勧
奨
は
労
働
者
の

自
発
的
な
退
職
意
思
の
形
成
を
働
き
か
け
る
た

め
の
説
得
活
動
で
あ
り
、
応
じ
る
か
否
か
は
労

働
者
の
自
由
な
意
思
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
の

で
、
使
用
者
が
、
退
職
勧
奨
に
応
じ
る
よ
う
説

得
す
る
こ
と
は
何
ら
違
法
な
も
の
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
労
働
者
が
退
職
勧
奨
に
消
極
的
な
意

思
を
表
明
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
も
っ

て
直
ち
に
退
職
勧
奨
を
終
了
す
る
必
要
は
な
く
、

引
き
続
き
再
検
討
を
求
た
り
翻
意
を
促
す
こ
と

は
、
社
会
通
念
上
相
当
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
を

逸
脱
し
た
態
様
で
な
さ
れ
た
も
の
で
な
い
限
り
、

当
然
に
許
容
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、「
４
．
長
時
間
労
働
・
過
重
労
働
」「
５
．

メ
ン
タ
ル
不
調
対
策
」「
６
．
行
動
分
析
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」「
７
．
改
正
労
働
契
約
法
へ
の
対
応
」

の
解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

紙
面
の
都
合
で
、
右
記
内
容
に
つ
い
て
は
、

省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
文
責
：
大
嶋
良
弘
）

問
題
社
員
と
の
向
き
合
い
方

3

⑵
観
察
期
間
を
置
き
、
い
つ
ま
で
に
問
題
行
動

を
改
善
す
べ
き
か
の
期
日
を
設
け
る
。

⑶
反
抗
的
な
態
度
を
取
ら
れ
て
も
感
情
的
に
な

ら
ず
、「
問
題
行
動
を
改
善
さ
せ
る
」
と
い
う

目
的
を
忘
れ
な
い
。

労
働
契
約
の
考
え
方

2 ❷
国
家
戦
略
特
別
法
に
よ
る

　
　
　
　

個
別
労
働
関
係
紛
争
の
未
然
防
止


